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近年 環境の質の向上などを目的とした医療現場での緑化が増加している 緑化は その効果 機能
の一つとしてヒトに心理的生理的な影響を及ぼすといわれている 実際の医療現場における緑の利用の現状
を鑑み 心身へのストレス緩和やリラックスの効果を調べるため 歯科医診療室にて治療を行わない実験の
ためだけの被験者をモデル患者として心拍数および血圧から計測する 値を指標として 観葉植物 切
花およびハ ブが緊張感の緩和に与える効果を調べた 順序などを入れ替えて行った実験においては 植物
がない場合に比べ 観葉植物がある場合と芳香性のある切花およびハ ブがある場合では 値が低く
なった また 観葉植物のみの場合と比べ 切花およびハ ブの寄せ植えがあると 緊張感を緩和する効果
がより顕著となることが示唆された 歯科医診療室において 緊張によって比較的高い値となる 値は
実験を繰り返すことによる 慣れ が生じ 反復実験では 回目よりも 回目は増減値が小さくなることが
示唆された しかし 回目の繰り返しによる 慣れ によりも 植物があることによる緊張の度合いの緩和
効果は高いことが示唆された
緑化 ストレス緩和 値 歯科医診療室
値とは 心拍数と最高血圧をかけた値
のことで 心筋の酸素需要量に匹敵し 緊張の度合いを示
病院に通う患者にとって 身体の具合の悪さもあり ま すとされている 医療においては 実際に治療や手術の際
たこれから行われるであろう医療行為に対する恐れ等から に使用されているが 心筋の酸素需要量が高いと虚血 欠
極度の緊張感とストレスに見舞われることが予想される 陥の血液量が極度に減少した状態であり 急性の局所性貧
特に歯科医で治療を受ける多くの者にとって 診療室に 血がおこる場合がある 状態となることがある 一般的に
入った時点でそのような事態になることを経験することが 値の標準は ぐらいである 医療において




病院での緑化に見られるように 緑の機能や効果の一つ 本実験では 実際の歯科診療室において 植物なしの場
として 心身のストレス緩和やリラックス効果が挙げられ 合 観葉植物のみの場合 観葉植物と花卉およびハ ブ類
る これまでにストレスに関する研究として 医療分野に がある場合の つの状況を設定し それぞれの状況におけ
おいて多くの研究があるが 以前は血中コルチゾ ルの測 る 値を測定した 測定時間を 分とした
定など 医療専門従事者のみしか扱えなかった 近年では
唾液から分泌されるコルチゾ ルを簡易に測定することが
可能となり ストレスに関する研究が多くの分野で行え 被験者は 測定時点で健康である者とし 被験者には参
る可能性が示唆されている 加前に実験内容について十分説明をおこなった 年齢は
今回われわれは 緑化が歯科診療室にて患者の緊張感に 代 名 代 名 代 名 で 男性 名 女性
与える影響について明らかにするため 治療を行わない実 名の合計 名とした
験のためだけの被験者をモデル患者として実験を行った
実際の歯科診療室において 緑化がされていることによ
る被験者の緊張の緩和を明らかにするため 人間の緊張の 年 月から 月にかけて 東京都内の歯科医院診
度合いを示す 値を指標として調べた 療室で実験を行った
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鉢 ハ ブとしてロ ズマリ
観葉植物として ベンジャミン
ディヘンバキア グズマニア







タ コ リンメディカルテクノロジ 株 現
オムロンコ リン 株 製 写真 を用いて測定した




せ 計測センサ を装着した 写真 装着後 診療の場
合と同じ状況にするため 椅子を仰向けに倒した 血圧は
右腕の上腕 心拍数は右手中指の部位で 目を閉じた状態
で 分間計測した 値として 測定のインタ バル
を 分とし 分間の値の平均を用いることとした
実験 植物がない場合 以降 植物なしと略 次に観
葉植物のみの場合 以降 観葉のみと略 さらに観葉植物
と花卉類がある場合 以降 観葉と花卉と略 での計測を
行った 一人につき 同じ順序で続けて繰り返し 回計測
した 被験者は 名であった
実験 緑化の効果を明らかにするため 実験 と逆の
順序で実験を行った すなわち 観葉と花卉 観葉のみ
植物なしの場合の順で計測を行った 一人につき 同じ順
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実験 植物なし 観葉のみ 観葉と花卉 回繰り返し の 値測定結果
実験 観葉と花卉 観葉のみ 植物なし 回繰り返し の 値測定結果
実験 の測定結果を表 に示す
実験 では まず観葉と花卉の場合の測定を行い この値
実験 の計測値を表 に示す この被験者 につい を基準値 として増減を調べた 図 に結果を示した
ては 年齢および男女の差での区別をしないで扱うことと 回目では 観葉のみの場合 植物なしの場合において基
した 準値よりもそれぞれ 値が増加し その増加幅は 回目
実験 の結果について それぞれの被験者の測定値の平 に比べ大きいことが明らかとなった 観葉のみの場合で
均値を用いた 植物なしの場合の 値を基準値 と 値は 植物なしの場合で 増加した 回目で
し 観葉のみの場合 観葉と花卉の場合 続けて 回目を は 同様に 観葉のみの場合と植物なしの場合のいずれとも
同じ順序で示した またこれらの 値の増減値を図 増加したが 回目のときよりも 値の増加が減り 観
に示した 回目では 植物なしの場合より観葉のみの場 葉のみの場合で 回目と比べ値が 減 植物なしの場合
合において 値は 減少し さらに観葉と花卉の場 で 減の値となった 実験 と同様に 反復測定による
合では 減少した 回目の実験においては 植物なし 元配置の分散分析で検定したところ いずれも有意水準
の場合より観葉のみの場合では わずかに値が上がり で差が見られた また 回目の観葉と花卉からの変化
値は 増加した 観葉と花卉の場合においては を対応のある 検定を用いて検討をしたが 回目の観葉の
減少した 回目と 回目を比較すると 回目の観葉 みおよび 回目のなしの場合で の有意差がみられた
のみの場合では 減少していた 値が 回目では増加
した 観葉と花卉の場合 回目の 値のよりも
減の値となった 反復測定による 元配置の分散分析で検 実験結果から 植物なしの場合 観葉のみの場合 観葉
定したところ いずれも有意水準 で差が見られた ま と花卉の場合の つの状況における 値は いずれも
た 回目の植物なしからの変化を対応のある 検定を用 変動がみられた 特に観葉と花卉の場合 その値が大きく
いて検討をしたが 回目の実験においては 観葉のみで 減少している いずれの実験においても 回目よりも 回
の 観葉と花卉で の有意差がみられた このこと 目の 値の増減の幅が小さくなったことは 実験の場
から 緑があることによる効果として 植物なしの場合と 所や測定に対する 慣れ の影響が考えられる これは
観葉のみの場合さらに観葉と花卉の場合と比較して 値が心拍数と血圧から計測されることを考えると
値が減少し また 回の繰り返し実験で 値の増減幅が小 緊張の度合いが減少したことを示していると考えられる
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となった 特に 観葉植物と花卉がある場合において 緩
和効果は高くなることが示唆された
実験では 植物がある場合とない場合の順序を入れ替え
ることにより 実験の場所や測定に対する 慣れ につい
ても調べ 繰り返して実験を行うことにより 被験者の






値の減少は見られるが 観葉と花卉がある場合 緊張度合 よって異なるかどうかを明らかにするには至らなかった
いの緩和効果は高く 平均値で最大 の差が見られた 個人差が多少あるものの 植物および花卉類によって緊張
これは血圧において 心拍数において 程度の値の減 の緩和効果が明らかとなった










































































    
   
  
 
    







































   
 188
(Received November , /Accepted April , )
* Department of Landscape architecture, Faculty of Regional Environment Science, Tokyo University of Agriculture
** Department of Landscape architecture, Faculty of Regional Environment Science, Tokyo University of Agriculture
(Dental school, Okayama University)
IZUNIWA TOU ONDO
: Recently greenery in medical o ces for the purpose of improving the amenity is becom-
ing popular. It is generally known that greenery inﬂuences people, both mentally and physically.
This study aims to clarify the e ect of interior greenery in a medical o ce. The rate pressure product
(RPP) which reﬂected heart rate and blood pressure was taken in the following three situations in the
medical examination room at a dentist. In case , there was no plant in the room, in case , three
foliage plants and in case , three foliage plants and ﬂowers. The RPP values were taken with the
following two orders, and . The highest RPP was shown in the case of , second was the
case of and the lowest was the case of . This showed that the e ect of three foliage plants and
ﬂowers in alleviating the tension of subject was the greatest among the three situations.
: greenery, relaxation e ects, value of RPP, dentist
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Change in the Subject’s Level of Tension
with Interior Greenery
The Case of a Room at a Dentist
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